
 

 

 

 

令和２年３月 北秋田市長記者会見 
 

 

令和２年３月 27 日（金）午前 11 時 30 分 

市役所本庁舎 大会議室 
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１．し尿処理施設の運営開始について 

 

平成 30 年２月 28 日より着手していた北秋田市し尿処理施設建設工事が、令和２年

３月 20 日の工期をもって完了いたしました。 

新しい し尿処理施設は４月１日より運営開始となり、し尿等を受け入れ、隣接し

ている下水道終末処理場の鷹巣浄化センターへ、希釈処理後のし尿等の投入を開始い

たします。 

希釈水には鷹巣浄化センターの放流水を循環利用し、これまでの施設にあった焼却

処理工程がないことによる環境負荷の低減を図り、し尿から発生する臭気については、

薬品脱臭設備と活性炭吸着設備を設置することで、周辺環境の保全に万全を期してお

ります。 

また、施設見学を考慮した設計となっており、施設見学は５月から受付いたします

ので、市民の皆様にも、環境学習等にご活用いただければと思っております。 

竣工の日を迎えるまでの間、ご不便をおかけしておりました地域の皆様のご理解と

ご協力に、この場をお借りして厚く御礼申し上げますとともに、今後の維持管理につ

いては、10 年間の長期包括的運転管理業務委託により、効率的かつ施設の長寿命化に

配慮し、安心・安全な環境衛生の保全に努めてまいります。 

なお、周辺自治会の皆様を対象に３月 28 日と 29 日の両日、午前９時から正午まで

施設見学会を実施しておりますので、マスコミの皆様も、ぜひ、この機会に施設を見

学いただきたいと思っております。 

 

＜参考＞ 

 建設工事費 ￥１,４０１,８４０,０００円（税込み） 

 受託者 （株）西原環境 

工事期間 平成 30 年２月 28 日～令和２年３月 20 日 

 運転管理業務委託料 ￥６４９，０００，０００円（税込み）（10 年間） 

 委託業者 テスコ（株）、（株）能代タイセイ 

 委託期間 令和元年 12 月５日～令和 12 年３月 31 日 

 ※３月 26 日予定していた竣工式は、新型コロナウイルスの影響を考慮し中止と 

した。 

建物概要： 

用  途    一般廃棄物処理施設 

主要構造    鉄筋コンクリート造 

敷地面積    3,176 ㎡ 

階  数    地下１階、地上２階 

 

設備概要： 

計画処理量   46KL/日（し尿：22KL/日、浄化槽汚泥 24KL/日） 

希釈水     希釈水量：966KL/日（最大） 希釈倍率：22 倍（最大） 



 

 

２．新阿仁診療所のオープンについて 

 

新阿仁診療所は、昨年 12 月 24 日に２ヵ年にわたる継続事業の建替え工事が完了し、

更新する医療機器等の納入、設置もほぼ終わり、予定どおり４月１日から診療を開始

いたします。 

現診療所での診療は、継続使用する医療機器等の移設もあることから、その作業に

あたるため、本日 27 日の午後からと 30 日、31 日を休診といたします。 

新診療所では、３科の診察室が中央にある待合ホールを囲むように配置されており、

診療部門を集約化したことで患者の皆様の利便性の向上を図っております。 

新診療所のオープニングセレモニーについては、新型コロナウイルス感染拡大防止

の観点から、４月１日の診療開始前に規模を縮小し、正面入口付近において行うこと

としております。 

今後の現診療所の解体を含めた工事スケジュールについては、新年度事業として、

早期に解体工事に着手し、改修、外構工事と順次実施し、令和２年度内に全事業を完

了する予定としております。 

阿仁診療所は、昭和 32 年に旧阿仁町立国保診療所として開設以来、地域にとって

唯一の医療機関として地域医療を担ってまいりましたが、新診療所のオープンを契機

に、所長をはじめ全職員一丸となって、さらに良質で安全な医療の提供に努め、地域

の皆様に愛され信頼される診療所を目指してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３．市のホームページのリニューアルについて 

 

市のホームページについて、この度ページデザインやサーバー環境を一新し、本日

より運用を開始しましたのでお知らせいたします。 

＊こちらのスクリーンにはリニューアル後の市のホームページを映しております

ので説明と並行してご覧ください。 

特徴といたしましては、サイトの玄関であるプロローグページには、北秋田市の魅

力である樹氷や内陸線などが画面いっぱいに広がる大きな写真を複数使用し印象づ

けるページにしたほか、重点施策である観光や子育て情報、移住定住などのトップペ

ージを新たに作成いたしました。 

また、出産・子育て、教育、就職などのライフイベントの区分から必要な情報にア

クセスしやすい点も特徴として挙げられます。 

各トップページの下部には、市公式ＳＮＳでの最新情報が表示されると同時に、記

事内容を見た方自身がボタンひとつでシェアも可能となり、情報発信についても大き

く強化を図っております。 

高齢者、障害の有る方でも簡単に情報を得ることができるように、見出しの整理や

写真の代替テキストの設定などを行ったほか、音声読み上げソフトに適した内容や、

色覚に障害がある方もわかりやすいデザインとなるようリニューアルを行いました。 

また、機械翻訳ではありますが、すべてのページにおいて、日本語のみならず、英

語、繁体及び簡体中国語、韓国語の４言語 

にボタンひとつで切り替わる多言語化を図っております。 

サーバー機能としましては、市のサーバーとしては初となるクラウド化を図ってお

り、仮に、直下型大地震や大規模災害に遭っても市のホームページが停止しないよう

に安全対策等を強化したほか、どのページを閲覧していても、現在発令中の防災など

の緊急情報を表示するようになっております。 

そのほか、パソコンのワイド画面、スマートフォン、タブレットなど様々な情報機

器の画面サイズに対応するレスポンシブウェブデザインの採用や、各係への問い合わ

せが簡単にできる新たな問い合わせフォームを設けております。 

今後も、市のホームページがご覧いただく全ての皆様にとってお役にたてる充実し

たサイトになるよう取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

４．新型コロナウイルス感染症に係る経済対策について 

 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、国内における経済への影響が深刻な

ものとなっておりまして、当市においても宿泊や宴会のキャンセル、各種イベントの

延期や中止が相次ぎ、宿泊業及び小売店、飲食業の一部事業者で売上高の７割が減少

するなど深刻な状況となってきております。 

当市は、中小企業及び小規模事業者の事業存続に必要な運転資金の確保を目的とし

まして、北秋田市中小企業振興資金保証制度いわゆるマル北に、新型コロナウイルス

対策特別枠を新たに設け支援することといたしました。 

新たな支援の内容といたしましては、事業者がマル北により、金融機関からの資金

融資に対して、これまでも保証料補給と利子補給を行っておりますが、このたび、通

常枠とは別に、総額５億円の融資枠を確保して、据え置き期間内の保証料と利息の全

額を支援させていただきます。 

また、この支援については、緊急性を要することから、早急に各関係機関との調整

を進め、４月１日からの運用を開始する予定としております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

令和２年３月 市長記者会見質疑応答 

2020.03.27 11：30～ 本庁舎大会議室 

 

マスコミ各社、広報係 

市長、副市長、総務部長、産業部政策監、総務課長、商工観光課長、総務係長、商工労働係長、

総務係 畠山、堀内 

 

Ｑ）北鹿）融資制度創設に当たり市内の状況について業者から具体的な話はあったか。 

Ａ）市長）前々からいろいろ話は聞いている。また、3/25 経済対策会議において、業

者から７割も売り上げが減ったという声もあった。スピード感を持って対策にあたる

ため、マル北制度を、今回さらに使いやすいものとした。 

 

Ｑ）読売）新型コロナウイルスの医療体制について、市民病院は二次感染症指定病院

として４床が確保されているが、本県で感染症が増えた場合、増床は可能か、また、

市民病院ではＰＣＲ検査はできるのか。 

市長）４床に精神病床４床を加えて８床で対応する。病院側の準備も進んでいる。Ｐ

ＣＲ検査については、検体を秋田まで運んで検査することになる。 

 

Ｑ）読売）仮に、検査結果が陽性となった場合は、県からの発表になるか。 

市長）そのとおり。 

 

Ｑ）北鹿）市長の任期最終年度に向けて。 

市長）本庁舎駐車場の区画を広げたり、来庁者がわかりやすい相談しやすい案内板を

設置。第２庁舎も整備して、市民ファーストを推進してきた。また、包括支援センタ

ーを市内３か所に配置して、きめ細やかな対応を可能としたことは大きい。 

 まだまだ、やらなければならないことはあるが、目標とした各事業の 70％程度はで

きているのではないかと思う。 

 職員には、市民から信頼される職員となれるよう、常に市民ファーストを念頭に、

意識改革を続けていく。 


